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正中線上に鎌倉市極楽寺忍性菩薩五輪塔(重文)を基に1/3スケールで純国産御影石（真壁小目）で 先

祖供養 現世の安穏 未来の子孫繁栄を願い価値ある五輪塔を製作、室田山長年寺境内に1.8ｍ×2.3ｍ
敷地を清水家墓所と定める。五輪塔正面より、発心門、修行門、菩提門、涅槃門の四門に謹刻された二

十字の梵字には莫大なる神智佛徳が含蔵されている。

石龕浄土(カロート)の蓋には家紋（下り藤）,左右の燈籠には獻燈 入口柱には（法華経序品第一）よ
り爲供舎利 嚴飾塔廟とお墓づくりの本願を謹刻 墓域左右柱正面には（法華経方便品）より淸淨廣嚴

飾 或有起石廟 右面は聚沙爲佛塔 皆已成佛道 裏面には願似此功徳 普及於一切 我等與衆生 皆

共成佛道 （願わくばこの功徳をもって、あまねく一切に及ぼし、我等と衆生と、皆共に仏道を成ぜん）

お地蔵様裏面には（地蔵菩薩本願経より）地蔵菩薩 以大慈悲 若聞名号 不堕闇黒 と謹刻され完成
し荘厳感をかもしだしている。今後この五輪塔がお導師様の法力により佛眼が開かれ（理の開眼）墓域

全体がお浄土になることは必定であろう。 佛と墓の研究家 泰正師
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